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1. はじめに（邦訳にあたって）  
本稿は，Johnson, A. M., Falstein, E. I., Szurek, S. A. & Svendsen, M. (1942). School Phobia, 
American Journal of Orthopsychiatry, 11, 702-711.の邦訳である。いわゆる不登校の古典として

































Markey による討論となっている。なお，論文の著作権は American Orthopsychiatry Association





























































































































































































































本治療施設では 1 つのプレイルームを使って，6 名の児童の治療が行われた。そこで治療者に
向けられた児童の葛藤は力動的に理解され解釈された。前思春期患者 1 名と思春期患者 1 名は，
母親と同じように通常のカウンセリングの設定で治療が行われた。8 名の子どものうち 7 名が学





















































報告で興味深いのは，男子 4 名がすべて従順なタイプで，女子 4 名がすべて攻撃的なタイプとみ
なされる点である。自験例では女子 6 名と男子 2 名だったが，男子 2 人と女子 2 人は本質的に従





















































精神科医 1 名で治療を行っていたが，途中から 2 名で行っており，2 名で治療を行うことを推奨

























1 1941 年大会で発表された。 
2 Broadwin, I. T. (1932). A contribution to the Study of Truancy. Journal of Orthopsychiatry, 2, 3. 
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